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研究成果の概要（和文）：　北海道内の300床未満の中小規模病院に勤務する、昇任初期の看護師長を対象にオ
ンライン学習プログラムを構築した。学習プログラムの構築にあたり、北海道道央圏外の看護管理者へのインタ
ビュー調査、および看護師長の問題解決の概念分析の２つの予備研究を行った。また、学習プログラムは経験学
習理論をベースに、臨床現場の事例を題材にすること、リフレクションの期間を意図的にとることとした。ま
た、多忙な看護師長が自身のペースで学習を進めることを可能にすることや新型コロナウイルス感染症拡大の影
響を考慮し、学習プログラムはオンライン上に構築した。

研究成果の概要（英文）：An online learning program for nursing managers who work at small and 
medium-sized hospitals with less than 300 beds in Hokkaido has been developed. In constructing the 
learning program, I conducted two preliminary studies: interviews with nurse managers outside the 
central Hokkaido area, and conceptual analysis of problem solving by nurse managers. I built the 
learning program online so that the busy nurse managers can proceed with the study at his own pace. 
The learning program was based on experiential learning theory, used clinical cases, and 
deliberately included time for reflection.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　看護管理者が効果的に役割を発揮するには、組織管理に必要な情報の取得と継続学習が不可欠であるが、看護
管理者の学習機会は多いとはいえない。今回の研究では、北海道という広大な地域において看護管理を実践する
者を対象としたこと、300床未満の中小規模病院の看護師長に焦点をあててオンライン学習プログラムを構築し
たことが特徴である。日本の病院の約8割は中小規模病院である。人口の一極集中と地方の過疎化、高齢化が著
しい日本において、看護管理者にとっての効果的な継続学習の体制を構築することは、医療や看護の質担保に重
要な意味があり、看護管理者への新たな支援の視点や支援方法への示唆を得たと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在日本では少子高齢化を背景に医療の機能分化と地域連携が促進されており、看護管理者
には自施設のみならず、地域全体の将来を見据えて各々の役割を再定義し、看護管理実践を行っ
ていくことが求められている。北海道は広大な土地を有し、地域によって医療資源の偏在がみら
れる。札幌市を中心とする道央圏に医療施設や医療従事者が集中する一方、道東圏や道北圏は就
学や就職を機会に都市へ流出する若年層も少なくなく、地方の病院における人材確保には厳し
い状況がある。高齢化率が高く、加齢に伴う医療ニーズの増加があるにも関わらず、病院や診療
所などの医療資源が少ない、いわゆる医療過疎地である。 
このような地域では、病院が広範囲の地域の人々の健康を守る拠点としての役割を担ってお
り、ひとつの病院が果たす機能は急性期から慢性期、終末期、在宅など多岐にわたる。看護管理
者は地域の人びとの健康のために、病院の機能を支え、医療や看護の質を担保し、地域連携の要
としての役割を果たすことが求められ、その役割は重要である。 
看護管理者が効果的に役割を発揮するには、看護管理に必要な情報の取得と継続学習が不可
欠である。しかし、北海道地域において看護管理者を対象とした様々な研修が行われるのは、多
くの看護系大学が所在する札幌市であり、地方の研修開催は極めて限られている。地方から札幌
市の研修に参加するには移動を含めた時間的・金銭的負担が大きい。また、中小規模病院の看護
管理者の継続学習についての調査からは、時間的負担や代替職員の不在などを一因とし、中小規
模病院の研修受講機会には格差があることが示されている（山内ら, 2009）が、このことは北海
道においても例外ではない。 
日本における看護管理者の継続教育には、日本看護協会が 1992年に開始した認定看護管理者
教育課程がある。1998年にはファースト、セカンド、サードの教育課程が体系化され、多くの
看護管理者に教育の機会を広げた。また、2014年に日本看護管理学会が試行事業として開始し
た、コンピテンシーを基盤とした看護管理者研修プログラムがある（佐々木ら, 2015; 倉岡ら, 
2015）。どちらも体系的に構築されたものであり、実践力を備えた看護管理者の育成を行うもの
である。しかし、両者は数日間におよぶ集合研修の形態をとっていることから、臨床現場を離れ
ての参加が困難な看護管理者がいることも事実である。 
地域ごとに看護管理者がネットワークをつくり継続的な学習をしたり、地域の課題に協働し
て取り組む過程で看護管理の情報交換や相互支援に発展している事例が報告されている。前者
は大阪府の取り組み（石神ら, 2007）、後者は新潟県の看護師確保事業（金安, 2017）である。他
にも地域の基幹病院の上級看護管理者が主体的に立ち上げたものもある（高橋, 2009; 桃田, 
2009）。しかし一般的に地域の病院看護管理者同士の連携は活発ではなく、ネットワーク発展の
プロセスやアウトカムを明らかにした研究は少ない。また、北海道道央圏外の看護管理者ネット
ワークについては不明である。 
以上のことから、看護管理者の継続教育には改善の余地があること、地域や病院規模によって
学習機会には差があること、ネットワークに関するデータが少ないことがわかる。 
 
２．研究の目的 
研究開始当初の目的は、北海道の道央圏外において看護管理者のための継続学習ネットワー
クを構築することが、当該地域の医療や看護の課題解決に影響を与えることができるか検証す
ることであった。研究の途中において COVID-19 拡大の影響を受け、現地で実施するアウトリー
チ形式の介入からオンライン形式の介入へ変更を行った。期間中に実施した 3 つの研究につい
て、各々の研究目的を下記に記す。 
（1）地方の中小規模病院における看護管理者の継続学習の実態とニーズ 
 地方の中小規模病院に勤務する看護管理者が、管理実践に必要な継続学習をどのように行っ
ているのか、その実態とニーズを明らかにする 
 
（2）概念分析：看護師長の問題解決 
 日本における「看護師長の問題解決」の概念を分析し、その構造や特徴を明らかにすることに
より、看護師長の問題解決力を向上させる教育プログラムのデザインに示唆を得る 
 
（3）看護師長を対象とした問題解決思考力向上のためのオンライン学習プログラム開発 
 中小規模病院の昇任初期の看護師長を対象とした問題解決思考力向上のためのオンライン学
習プログラムを開発する 
 
３．研究の方法 
（1）地方の中小規模病院における看護管理者の継続学習の実態とニーズ 
研究対象は A 地域の地方部にある 300 床未満の中小規模病院に勤務しており、看護管理者の
経験年数が 5年以上の者とした。データ収集方法は、A地域看護協会の地区支部長から紹介を受
けた対象者に依頼し、研究協力に同意が得られた者に個別インタビューを実施した。データ分析



方法はインタビュー内容の逐語録を作成し、看護管理者の継続学習の状況やニーズ、継続学習の
阻害要因・促進要因に着目してデータ抽出を行った。抽出したデータの意味内容の類似性に沿っ
て質的帰納的に分類し、カテゴリに集約した。なお、研究は所属する組織の倫理審査委員会の承
認を得て実施した。 
 
（2）看護師長の問題解決の概念分析 
 医学中央雑誌 web 版と CiNii Articles のデータベースを用いて文献検索を行った。検索のキ
ーワードは「看護管理者」and「問題解決」とし、検索期間の制限は行わず、検索時点である 2020
年までを範囲とした。その結果、501 の文献が検索された。重複している文献、看護師長を対象
としていない文献、問題解決に関する記述がない文献を除外し、254 文献を収集した。 
 Rodgers（2000）の概念分析の方法を用いた。対象文献の「看護師長の問題解決」の記述に着
目して読み、概念の特性を示す「属性」、概念に先だって生じる「先行要件」、概念の結果として
生じる「帰結」に該当する箇所をコーディングシートに抽出した。抽出した内容の類似性と相違
性に基づいてカテゴリ化した。 
 
（3）看護師長を対象とした問題解決思考力向上のためのオンライン学習プログラム開発 
構築したオンライン学習プログラムへの看護師長参加による、理論適用型の複数ケーススタ
ディを実施した。研究対象者は 300 床未満の中小規模病院に勤務する昇任 3 年以内の看護師長
18 名であった。学習プログラムの有用性および対象者への影響を検証するため、学習プログラ
ム前後に研究者が自作した問題解決過程に対する知識や実践の自己評価の調査票、および本村
ら（2013）が開発した看護管理者のコンピテンシー評価尺度によるデータ収集を行った。また、
学習プログラムの各段階を終了した時点で、学習プログラムの参加状況調査と参加者による学
習プログラム評価を行った。対象者が自部署の事象について実践した問題解決過程を明らかに
するために、グループワークの発言と提出されたワークシートの記載内容、学習プログラム終了
後に実施した個別インタビューにおける発言をデータとして使用した。なお、研究は所属する組
織の倫理審査委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（1）地方の中小規模病院における看護管理者の継続学習の実態とニーズ 
12 名の看護管理者からインタビューへの協力が得られた。研究協力者は上級管理者 9 名、中
間管理者 3名であり、平均管理者経験年数は 11.7 年であった。インタビュー時間は平均 55.9 分
であった。分析の結果、継続学習の場や媒体は【研修】【教育課程】【会議】【個人学習】の 4つ
のカテゴリに集約された。また、継続学習へのニーズとしては、【地元に居ながら参加できる研
修】【病院経営や管理に必要な知識や情報の取得】【管理者としての実践力の向上】【問題解決力
の向上】【看護管理者の繋がり】【地域での協働】【次の管理者の育成】【継続学習を維持・拡大で
きる十分な費用】の 8つのカテゴリに集約された。 
 看護管理者は研修や認定看護管理者教育課程の受講、大学院進学等により継続学習を行って
いた。これらは「組織の理解や支援」の影響を大きく受けることが推察される。また、「管理者
が現場を離れられない状況」といった中小規模病院の余力の少なさや、地方に所在することから
「他者からの刺激や影響」を受けにくい環境にあることの影響がうかがえた。これらの状況を背
景に、中小規模病院の看護管理者には【地元に居ながら参加できる研修】や【看護管理者の繋が
り】へのニーズがあることがわかった。今後は COVID-19 拡大の影響を受け増加したオンライン
による研修受講の機会が、地方の中小規模病院の継続学習ニーズの充足に繋がったか検証する
必要があると考えた。 
 
（2）看護師長の問題解決の概念分析 
 看護師長の問題解決の属性として、【問題の特定】、【解決策の創出と選択】、【意思決定】、【他
者を巻き込む】、【資源や機会の活用】、【取り組みの評価と成果の共有】の 6つのカテゴリが抽出
された。看護師長の問題解決においても、一般的な問題解決過程の段階である「問題の把握」「解
決策の検討・決定」を辿っていた。学習プログラムにおいて、問題解決過程を理解することは必
須となる。また、看護師長の問題解決においては、「意思決定」がその過程の中核であった。意
思決定には、部署の責任者としての役割が大きく影響していると考えられた。看護師長は部署の
最高責任者として覚悟と責任をもって、最終的な決断をしていることがわかる。管理者の問題解
決において意思決定が重要であることは指摘されていたが、看護師長も同様であることが改め
て確認された。 
 
（3）学習プログラムの構築 
オンライン上に学習プログラムのサイトを設定した。対象者は研究者から付与された ID と自
身が設定したパスワードを使用して、学習プログラムのサイトにアクセスすることにより学習
を行うものとした。  
学習プログラムは「基礎編」、「事例編」、「実践編」の 3段階で構成し、１つの段階を終了した
後に、次の段階へ進むものとした。基礎編と事例編は対象者各自が自身のペースで進める個人学
習とした。実践編では対象者が自身の管理する部署の事象について、問題解決過程を通して考え



ると共に、これを題材にオンライン上でのグループワークとした。 
 
（4）学習プログラムの評価 
学習プログラムを 2022 年 6 月から 10 月に実施した。学習プログラム前後において、対象者
の問題解決過程に対する知識に大きな変化はなかったが、看護管理者のコンピテンシー評価尺
度では総得点および全ての下位尺度の得点の上昇がみられた。また、対象者が取り上げた部署の
事象は人材育成と人員についてが多く、その他には看護業務や他職種との連携・協働についてで
あった。全ての対象者が事象から問題を特定し、解決策を選択するという問題解決過程を実践で
きた。また、学習プログラムにおける問題解決過程の実践は、対象者が思考を整理する、自身の
実践や傾向を振り返る、問題解決の意欲が高まる経験であることがわかった。 
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